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要介護者の負担感に配慮した移乗介助の効果についての考察
Consideration about the effect of the transfer care
considered in burdened feeling of a need of patiens
竹田　幸司 *
Koji TAKEDA
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＜要　　　約＞
　移乗介助のうち，従来介護現場で多く用いられてきた接近介助は，安心感を与えることが
できる一方，人の立ち上がり時の自然な動作を阻害しやすく，持ち上げる介助となるため，
要介護者・介護者双方にとって負担が大きい。また，動作介助は，人の自然な動きを引き出
すことができるため要介護者・介護者双方にとって負担は少なくなるが，立ち上がりの際に
前傾姿勢をとることに対する恐怖感や身体の支えが不十分であるため，立ち上がり時に膝折
れして崩れ落ちた場合の対応に課題があった。
　これらの課題を受け，要介護者の負担感を軽減するべく移乗介助の方法の改良を図った。
本研究において，この新しく改良した移乗介助の効果を検証してみた。方法として，被験者
に対し，接近介助と動作介助を実施し，その際に被験者が抱いた感覚について質問し，得ら
れた回答を，内容分析法を用いプラス要素とマイナス要素の感覚に分け類似性に基づいて分
類化を行い，そのデータを基にそれぞれの移乗介助について分析を試みた。
　結果として，接近介助では，従来の持ち上げられることに対する負担感を解消することが
でき，さらに動作介助の要素もふまえた介助法になり得ることが立証された。動作介助にお
いては，従来の介助法においてみられた前屈姿勢への不安感に対し一定の効果は期待できる
ものの，支えや密着度が少ないことから安定感に欠けるといった要素，立位時の膝の動きに
ともなう膝折れへの対応への課題は残っている。
* 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科　非常勤講師
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１．研究動機・目的
　ベッドから車いすへの移乗介助（以下：移乗介
助）は，重心移動をともなったダイナミックな動
きが要求されるため転倒や転落等，リスクをとも
なう介護といえるため，他の介護に比べて要介護
者の不安はより大きいことが想像できる。また，
介護者にとっても適切な介助法を身につけていな
いと，介護者の腰部や脊柱に負担がかかり腰痛を
引き起こすことになる。言わば，移乗介助は要介
護者・介護者双方にとって課題の大きい介護であ
るといえる。
　筆者は，要介護者・介護者双方にとって負担の
かからない移乗介助を検討するため，2015（平成
27）年に，要介護者の感覚を経験的に理解できる
「疑似体験」をとおして，移乗介助時に要介護者
が受けていると思われる感覚（主観評価）を検証
する研究に取り組んだ。（1）結果として，従来介護
現場で多く用いられてきた接近介助は，介護者が
要介護者の身体を広い面で受け止めるため，安心
感を与えることができる一方，人の立ち上がり時
の自然な動作を阻害しやすく持ち上げる介助とな
るため，要介護者・介護者双方にとって負担が大
きいこと。また，動作介助は，人の自然な動きを
引き出すことができるため要介護者・介護者双方
にとって負担は少なくなることがわかった。しか
し，立ち上がりの際に前傾姿勢をとることに対す
る恐怖感や身体の支えが不十分なため，立ち上が
り時に膝折れして崩れ落ちた場合の対応に課題が
あることが明らかになった。
　そこで筆者は，接近介助と動作介助，それぞれ
の従来の介助方法における課題をふまえ，要介護
者の負担感を軽減するべく移乗介助の方法の改良
を図った。本研究においては，この新しく改良し
た移乗介助について，要介護者の感覚を経験的に
理解できる「疑似体験」をとおして，移乗介助時
に要介護者が受けていると思われる感覚（主観評
価）を基にその効果を検証し，要介護者・介護者
双方にとって負担のかからない移乗介助方法を提
唱することを目的としている。
２．研究方法
（１）方法
　移乗介助の疑似体験を基に検証をすすめる研究
方法をとった。具体的には，要介護者役として被
験者を立て，ベッドから車いすへの移乗介助を実
施する。その際に被験者が抱いた感覚について質
問を行い，得られた回答の分析を試みた。
（２）調査期間
　2017（平成 29）年 7 月 14 日から 10 月 16 日の
うち，7 日間で実施した。
（３）被験者（要介護者）と介護者の設定
　被験者（要介護者）は，介護福祉士養成校の四
年制大学，1 校の 1 年から 4 年の男子学生，各 5 人
ずつ計 20 人とした。男子学生のみとしたのは，身
体接触をともなう移乗介助においては，男女によ
る羞恥心等の影響が出ることが予想されるが，本
研究において，その点には着目していないためで
ある。
　要介護者の設定は，「麻痺はなく下肢の支持性
はあるが，筋力低下のため立位をとるまでには至
らず，ほぼ全介助が必要な状態」とした。
　ベッドは，立ち上がりの際に大腿四頭筋に力が
入りやすいよう，端座位の姿勢で膝関節，足関節
が 90 度となる高さに設定した。（写真 1）
写真１　端座位姿勢
　また，介護者の移乗介助の技術レベルにばらつ
きが生じないよう，20 人全てに対して筆者が介護
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者を務めた。
（４）移乗介助方法
　移乗介助は，従来より介護現場で多く用いられ，
現在も主流を占めると思われる要介護者に接近
し，介護者のボディメカニクスを活用する方法（以
下：接近介助）と人が立ち上がる際に生じる自然
な動き「立ち上がり動作とは，重心（体重）を坐
骨で受けている姿勢から足で受ける姿勢へと変化
することである。」（2）（動作パターン）を活用する
方法（以下：動作介助）について，従来の介助方
法の課題をふまえ，要介護者の負担感を軽減する
べく改良を図った介助方法を用いた。
　それぞれの移乗介助の方法における従来の課題
と改良を図った移乗介助の方法と特徴を下記に示
す。なお，いずれの介助方法も，車いすは標準型
の車いすを使用しベッドに対し 45 度の角度に置
いた。これは，立位姿勢から車いすに方向変換す
る際，臀部がアームサポートにぶつかるのを避け
るためにあえて多めに角度をとって対応した。
１）接近介助
a  従来の介助方法
　介護者の下肢を要介護者の下肢の間に差し入れ
要介護者の下に潜り，肩を密着させ要介護者の背
中に手を回して支える。前屈みの姿勢をとらせな
がら若干上に持ち上げるようにして臀部を浮か
せ，回転させて車いすに座らせる。（3）（写真 2）
写真２　接近介助法
①支え方
↓
②立ち上がり介助（持ち上げ）
↓
③車いすへの方向変換
　この介助方法の課題は，持ち上げるために介護
者の負担が大きく，要介護者の残存能力の活用が
不十分となりがちである。
　実際に被験者の多くが持ち上げに対して不快感
を感じていた。さらに介護者の膝や足が接触する
ことに違和感や不快感を感じる。腰に回された手
に圧迫感がある。介護者の頭部で視線が遮られ移
譲先の車いすや自身の足元が見えなくて不安と
いったコメントがあげられた。
　一方で要介護者の身体の中心をしっかりと支え
ているため安心感を感じることができるといった
プラスの要素もある。ただし，介護者が要介護者
に近づくほど窮屈な姿勢となり，要介護者の自然
な立ち上がりの際の動きを活用した介助を行うこ
とが難しく，結果として持ち上げる介助にならざ
るを得ないといった課題があった。
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b  改良した介助方法
　介護者は膝を床につき，要介護者の車いす側の
腋窩から下に潜り込む。膝折れを防止するために
車いすに近い側の膝を手掌で支える。（膝の位置
が固定されることで，膝が前方に滑るように動い
てしまうことを防げ，臀部を浮かせやすくする効
果や，身体の方向転換の際に下肢がもつれるのを
防ぐ効果もある）他方の手は，肩甲骨の間を支え
る。
　膝を固定しつつ，支えた背部を前方に押す要領
で臀部を浮かせ，車いすの方へ回転させ座らせる。
　この方法は介護者がより低い姿勢をとり膝をつ
くことで安定感が増す。また，従来の接近介助が，
持ち上げる介助になっていたのに対し，要介護者
の下に潜り低い位置から介助することで，人が立
ち上がる際の自然な動き（動作パターン）を活用
でき，身体に負担をかけずに行うことができるよ
うになった。
　また，車いすの座面への視線が確保できるよう
にも配慮されている。（写真 3）
写真３　改良した接近介助法
①支え方
↓
②立ち上がり介助（前方への引き出し）
↓
③車いすへの方向変換
２）動作介助
a  従来の介助方法
　要介護者を前屈させ膝よりも頭部を前に出す。
要介護者の肩口の上から手を腋にかけ，手掌で軽
く体側を支える。次に要介護者を前方に引き出し臀
部を浮かせたら，回転させて車いすに座らせる。（4）
（写真 4）
　この方法は，人が立ち上がる際の自然な動き（動
作パターン）を活用した方法である。人が立ち上
がる際には，前屈みになり膝よりも前に頭部を位
置させ，さらに若干頭部を前に出し臀部を浮かせ
ている。この動きを利用し，頭部を前方に引き出
す介助を行うことで介護者にかかる負担は少なく
なる。また，要介護者も自然な動きの流れに沿っ
て動ける。
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写真４　動作介助法
①支え方
↓
②立ち上がり介助（前方への引き出し）
↓
③車いすへの方向変換
　この介助方法は，被験者から楽，スムーズといっ
たコメントが多くあがっており，立位時に要介護
者自身の力を活用できていることがうかがえた。
介護者側からみても，被験者（要介護者）の身長，
体重等の体格に左右されることがなく負担の少な
い介助方法であることがわかった。
　一方で，立ち上がりを引き出すために膝よりも
頭部を前に出す必要がある。そのため前屈の角度
をつけることが必要となるため，前屈姿勢への不
安として，前のめり，前に出される，落ちるかも，
目線が下にあり怖いといった不安や恐怖の感覚を
訴えるコメントもあがっている。
　また，腋窩の支えが不十分という声もあり，転
倒への不安を感じさせるといった課題がみつかっ
た。
b  改良した介助方法
　従来の動作介助から改良したのは，車いすに近
い側の上半身の支え方である。従来は肩口から腋
窩にかけて支えていたのに対し，要介護者に近づ
き，胸部にかけて介護者の上肢を回すポジション
をとる。そうすることで万一の膝折れにともなう
体勢の崩れに備える。また，可能であれば要介護
者に車いすのアームサポートを把持してもらうこ
とで，立ち上がりの際の補助となること。また，
転倒への不安解消にも役立つと考えられる。要介
護者が自身の足元や車いすの座面への視線が確保
できるようにも配慮されている。（写真 5）
写真５　改良した動作介助法
①支え方
↓
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②立ち上がり介助（前方への引き出し）
↓
③車いすへの方向変換
（５）被験者への説明
　それぞれの移乗介助を行う前に，介助方法，動
作の流れについて口頭で説明した。さらに実際の
介助を行うときは，一つひとつの動作の転換時に
声かけを行った。ただし，要介護者の設定を「麻
痺はなく両下肢を床につけることが可能ではある
が，筋力低下のため立位をとるまでには至らず，
ほぼ全介助が必要な状態」としているため，介助
への協力（自ら立ち上がろうとすること）は必要
ないこと。介護者の動作誘導に対し自然に身体を
委ねるよう依頼した。（5）
（６）測定方法
　2 種類の移乗介助を，それぞれ 3 回実施し，被
験者に抱いた感覚について質問した。感覚を言い
表せない場合はさらに介助を追加して対応を図っ
た。得られた回答は主観コメントシートに記録し
た。
（７）分析方法
　内容分析法を用いた。得られたコメントを 2 種
類の移乗介助ごとにプラス要素の感覚とマイナス
要素の感覚に分け，類似性に基づいて分類化を
行った。そのデータを基に 2 種類の移乗介助の効
果について検討した。
（８）倫理的配慮
　本調査の被験者である学生に，研究の趣旨と目
的を文書および口頭にて説明し了承を得た。個人
名が特定されないよう配慮し，コメントの記載に
ついて，その都度，被験者に内容の確認をとり，
外部への報告について同意を得た。
３．結果
（１）移乗介助時に受けた被験者（要介護者）の
　　 主観コメント
　2 種類の移乗介助を受けた被験者（要介護者）
のコメントを表 3 － 1 にまとめた。
（２）主観コメントの分析
　2 種類の移乗介助を受けた被験者（要介護者）
のコメントは，全体で 70 件あげられた。接近介
助と動作介助について，それぞれ得られたコメン
トについて，介助時に受けた感覚をプラス要素と
マイナス要素に分類し，カテゴリーを抽出して分
析を試みた。
１）接近介助
a  プラス要素のコメント（29 件）
①安定感（ 9 件）
代表的なコメント
・よりかかれる
・体をあずけられる
・下から受け止められる
・体を受け止めてもらえる
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②安心感（6 件）
代表的なコメント
・安心感ある
③膝の固定（5 件）
代表的なコメント
・膝が固定されて楽におしりが浮く
・膝がおさえられ楽におしりが浮く
④自然（8 件）
代表的なコメント
・自然
・力を入れずにおしりが浮く
・楽におしりが浮く
・負担なく楽
・ほとんど力をいれずに動けた
表３－１　移乗介助時の主観コメントシート
被験者属性 接近介助 動作介助
NO 年齢 身長 体重 プラスのコメント マイナスのコメント プラスのコメント マイナスのコメント
1 18 164 75 よりかかれる立ちやすい スムーズ
2 18 165 58 安心感ある安定している 胸が圧迫される スムーズ
3 18 182 68 安心感ある自然に浮く 楽に立てる わきが若干こすれる
4 18 170 56 負担なく楽 足に力が入りやすい
5 19 170 65 体をあずけられる安心
回転がきつい
体が回される感じ
6 20 172 70 よりかかれて楽 足がもつれる
7 20 175 55 膝が固定されて楽におしりが浮く 自然におしりが浮く 足がもつれる
8 20 163 45 安心感ある 自然に足に力が入る
9 20 166 56 介護者に体をあずけるだけで楽に立てる
わきの下が痛い
密着度が少なく不安
10 20 171 60
体を受け止めてもらえ
て安心膝が固定される
ので楽におしりが浮く
わきの下がくすぐったい
膝が前に動く
11 21 178 60 体をあずけられ安心 首が多少圧迫される支える面が狭くこわい
12 21 171 60 安心感ある自然
足がもつれる
膝が前にずれ落ちそう
13 21 173 65 下から受け止められる 胸に圧迫感
車いすにつかまれ
安心
スムーズ
足がひっかかる
14 20 169 58
支えが安定
膝が押さえられ自然に
おしりが浮く
膝に重みかかる
15 20 170 59 よりかかれる自然に動く感じ
わきの下に圧迫
膝が前にすべる
16 21 171 72 安心感ある自然に浮く 自然に立てる 足がからまる
17 22 168 60
膝が固定されて
楽におしりが浮く
介護者によりかかれる
胸が圧迫される 自然におしりが浮く わきの下がくすぐったい
18 21 165 58 膝が押さえられおしりが楽に浮く おしりが楽に浮く 回される感じ
19 22 175 66 力を入れずにおしりが浮く 自然におしりが浮く
20 21 177 72 ほとんど力をいれずに動けた
自分の力を使っている
感じ
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b  マイナス要素のコメント　（3 件）
①胸の圧迫
代表的なコメント
・胸が圧迫される
・胸に圧迫感
２）動作介助
a  プラス要素のコメント　（13 件）
①自然（9 件）
代表的なコメント
・自然に立てる
・自然におしりが浮く
・スムーズ
・楽に立てる
②足に力が入る（3 件）
代表的なコメント
・足に力が入りやすい
・自分の力を使っている
③安心感（1 件）
代表的なコメント
・車いすにつかまれ安心
b  マイナス要素のコメント　（18 件）
①足のもつれ（5 件）
代表的なコメント
・足がもつれる
・足が引っかかる
・足がからまる
②膝が動く（3 件）
代表的なコメント
・膝が前に動く
・膝が前にすべる
・膝が前にずれ落ちそう
③回転（3 件）
代表的なコメント
・回転がきつい
・体が回される
④腋窩の違和感（4 件）
代表的なコメント
・わきの下がくすぐったい
・わきが若干こすれる
・わきの下が痛い
⑤不安感（2 件）
代表的なコメント
・密着度が少なく不安
・支える面が少なく不安
４．考察
（１）接近介助
　従来の接近介助においては，立位時にプラス要
素のコメントが 1 件もあがらなかったのに対し，
「力を入れずにおしりが浮く」，「負担なく，ほと
んど力を入れずに動けた」といった，立ち上がり
を自然に感じるコメントが 8 件あがっている。
　これは，従来の接近介助において，介護者によ
る持ち上げに対して感じる負担感の解消が図れて
いることを意味していると考えられる。接近介助
でありながら，人が立ち上がる際の自然な動き（動
作パターン）を活用した介助ともなり得ていると
いえよう。
　次に介護者の膝や足が接触することへの違和感
や不快感についてのコメントはあがらず，膝が固
定されることで楽に臀部が浮くことを感じている
コメントが 5 件あがっている。立ち上がりの際に
は，膝が前方に動くと臀部が浮きにくく，膝折れ
を起こすおそれがある。立ち上がりの際，膝の位
置は固定されていることが必要であるため，介助
法として膝が前にすべならいよう固定しておくこ
とは効果が高いことがわかった。さらに，車いす
に方向変換する際，膝を回しながら誘導すること
で足のもつれを防ぐことも期待できる。
　腰に回された手に圧迫感があったことに対して
は，改良した介助法では，介護者が手を組まない
ため，この点についての課題も解消できている。
　また，介護者の頭部で視線が遮られ移乗先の車
いすが見えずに不安だった点について，改良した
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方法では要介護者の腋窩から下に潜り込むため，
視線を遮ることはない。実際に移乗先の車いすが
見えないといったコメントはあがらなかったの
で，課題を解消することができたといえよう。
　そして，従来の接近介助においてプラスと受け
止められていた，要介護者の身体の中心をしっか
りと支えているため安心感を与えることができる
といった点は，改良した介助法においてもそのま
ま残り，「よりかかれる」，「下から受け止められ
る」，といった安定感を感じるコメントが 9 件，
さらに安心感を感じているコメントが 6 件あがっ
ている。
　一方，マイナス要素のコメントは 3 件あがって
おり，いずれも胸の圧迫について指摘している。
要介護者が介護者に対し，全面的によりかかった
ことで胸への圧迫を感じたと推測する。
（２）動作介助
　従来の動作介助の課題は，主に前屈姿勢への不
安として，「前のめり」，「前に出される」，「落ち
るかも」，「目線が下にあり怖い」といった不安や
恐怖の感覚であった。改良した介助法においては，
「前のめり」，「前に出される」，「落ちるかも」といっ
た不安を訴えるコメントはあがらなかった。
　ただし，密着度が少なく不安，支える面が少な
く不安といった不安感をあげるコメントはあっ
た。従来の介助法の支え方より，要介護者に接近
し，胸部にかけて介護者の上肢を回すポジション
をとったことで一定の安定感を図れたといえる
が，完全に不安感を払拭するには至らなかった。
　しかし，少数ではあるが，「車いすにつかまれ
安心」といったコメントもある。要介護者の立ち
上がりの際の補助的役割を果たすとともに，安定
を図る意味でも必要な方法と考える。
　その他のマイナス要素のコメントを見ていく
と，足のもつれがあげられる。臀部を浮かせた後
に車いすの方向へ回転する際に足がもつれること
を訴えたものが 5 件あった。従来の介助法におい
ても同様のコメントがあり，課題の解決には至っ
ていない。
　また，膝が動くことを指摘するコメントがみら
れた。3 件ではあるが，「膝が前に動く」，「膝が前
にすべる」，「膝が前にずれ落ちそう」といったコ
メントがあった。このように膝が前方にずれた際
は，臀部を上げるのが困難になるため課題として
残った。
　次に，プラス要素のコメントについて見てみる。
従来の介助法と同様に「自然」，「楽」，「スムーズ」
といったコメントが多くみられ，立位時に要介護
者自身の負担を少なくできていることがわかる。
また，「足に力が入りやすい」，「自分の力を使っ
ている」というコメントは動作介助のねらいとし
ていることが現れているといえる。
５．まとめ
　要介護者の感覚を経験的に理解できる「疑似体
験」をとおして，従来の介助方法における課題を
ふまえて改良した，接近介助と動作介助の２種類
の移乗介助時に，要介護者が受けていると思われ
る感覚（主観的評価）を基に，改良した介助方法
の効果についての検証をすすめてきた。
　接近介助においては，従来の介助方法での主な
課題であった，介護者による持ち上げに対して感
じる負担感の解消が図れていることが立証され
た。
　また，介護者の膝や足が接触することへの違和
感や不快感，腰に回された手の圧迫感，介護者の
頭部が要介護者の視線を遮り移乗先の車いすが見
えずに不安といった課題についても解消されるこ
とがわかった。
　新たに要介護者の膝を手で支えて固定すること
で，膝が前方に動いてしまうことを防ぐことがで
き，膝折れ予防が図れること。車いすに方向変換
する際，支えた膝を回しながら誘導することで足
のもつれを防げることがわかった。
　従来の接近介助においてプラスと受け止められ
ていた安心感や安定感といった要素は改良した介
助方法においてもそのまま残り，接近介助であり
ながら動作介助のアプローチができるため，要介
護者の負担を少なくし，自然な立ち上がりを誘導
することができる介助方法といえる。
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　一方，動作介助においては，従来の介助方法の
主な課題であった前屈姿勢への不安や恐怖につい
て，要介護者の支え方を改良したことにより前屈
姿勢への不安については解消されたといえる。し
かし，密着度が少ないことや支えの面が狭いこと
から完全に不安感を払拭するまでには至らなかっ
た。
　そして，従来の介助方法と同様に足のもつれや
立ち上がりの際に膝が前に動いてしまうことがあ
り，課題として残っている。
　従来の介助方法と同様に要介護者の力を引き出
し，動作パターンを活用できていることは改良し
た介助方法においても引き継がれている。比較的，
下肢に支持性があり，自立に向けた移乗に移行し
ていく際には有効な介助方法といえるのではない
か。
　以上，接近介助法と動作介助法それぞれ完全に
課題を解決したとはいえない部分もあるが，一定
の効果を立証することはできたと思われる。もち
ろん，今回の被験者（要介護者）は全員男子大学
生ということもあり，この結果を鵜呑みにするこ
とはできない。田中は，「人間本来の自然な動き」
は，特に身体機能に高齢化による機能低下や，身
体障害のない健常者の動きを指していると指摘し
ており，利用者は「今までの健常者のときの身体
構造から，高齢化や障害によって新しい身体構造
に変化した」状態であり，本当に必要なことは「新
しく変化した身体構造に適した介助」を行うこと
であると主張している。（6）
　要介護者の障害や機能レベルによって，接近介
助法，動作介助法を使い分けていくとともに一人
ひとりの要介護者に合わせて柔軟に対応していく
ことが求められるといえよう。
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